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水沢第一高等学校の教育（共育）の考え方・土台は、この校訓と精神です。

　水沢小学校・佐倉河
小学校で読み聞かせ
ボランティアも

行事予定

9　月

2年文学散歩　被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（F1-1.2)

陸上県大会

2年文学散歩　被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（F1-3.T1)

8　月

駿台模試（F3-1）

文学散歩（F1-3.T1）　被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（F2-3.T2)　1年父母懇親会

模試（1年、F2、T2）　細菌検査（Ｔ2）

前期期末考査

岩手ぅんめぇ～もんグランプリ

自転車点検

1年進路後援会　T2ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

考査１週間前部活動停止　ﾃﾆｽ地区予選

PTA文化委員会（18：30～）

　8月20日（月）3～4校時は、避難訓練と搬送訓練、防災教育講演を行いました。
　始業式を終え教室に戻って一休みしていたところに「直下型地震発生」の緊急放送。続いて「調理室
より火災発生」の報。先生の指示誘導の下、2ルートから避難場所に移動しました。避難後の点呼で1ク
ラスの報告が遅れたのが残念でしたが、例年以上に私語もなく整然と避難していました。
　避難後は元東京消防庁のハイパーレスキュー隊総括隊長の本校就職支援員の千葉稔さんが、怪我
人の搬送の仕方や防災について指導してくださいました。
　1・2人支持は、負傷している方をカバーしてあげるように支えてあげる、ベルトなどを少し持ち上げて
あげるとよい。背負いはできるだけ上の方に背負い、片手は障害物を避けられるようにできるだけ空け
ておくように。担架搬送は、頭が下がらないように、階段は頭を上にして昇降するが、それ以外は足を
先頭に移動する。等々実演しながらわかりやすく説明をしてくれました。
　講演も「命をつなぐ～自分の命と自分の大切な人の命を守る」という演題の下、早めの避難や、生き
るという気持ちを持つことの大切さ、みんなで助け合うことの大事さ等を話してくださいました。
  村上勝大朗さんは「自分たちも震災を経験しましたが、忘れかけていたことを思い出すいい機会とな
りました。怪我をした人の運び方や担架の持ち方なども教わったので、今後役に立てたいと思いまし
た。大人になってもボランティアに参加したいと思います。」と、受講後の感想を話してくれました。

　7月26日（木）7：30～8：30まで、
生徒会ボランティア委員会の呼び
かけで集まった82名の生徒の皆さ
んが、通学路にもなっている学校
周辺地域のごみ拾いを行いまし
た。事前に参加希望を取った時は
40名余の予定でしたが、当日は多
くの生徒が参加してくれました。

文学散歩（F1-1.2）　被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（F2-1.2)

敬老の日

野球地区予選開始

就職統一選考日

地域清掃ボランティア

高総文祭軽音楽発表会　理事会

全校朝会

自分と大切な人の命を守る防災訓練

職員会議　バスケ選抜予選

水沢第一高等学校＜問い合わせ・連絡先＞
　☏0197‐24-6171（事務室）　 ☎0197‐24-6173（職員室）

Eﾒｰﾙ： kyouwa@mizuichi.ed.jp

《校　訓》　　「神清智明(しんせいちみょう)」　「松操竹節(しょうそうちくせつ)」　「衆心成城(しゅうしんしろをなす)」
　　心は清く賢明で、確固たる信念を持ち、心を一つにすれば何事も成せる。
『教育の精神』　　教えることは教えられることだ　育てることは育てられることだ
　　生徒と教師の間に　この緊密な関係が成り立つとき　はじめて　「教育」というステージの　幕が開かれる
　　子どもから学びながら　父母や地域に支えられながら　はじめて　「学校」という豊かなドラマが　進行する
『教育目標』　人間の尊厳を自覚しそれを貫く人間　　いかなる困難にもうちかって、自主的に生きる人間
　　　　正しい知識と技術を身につけた人間に育てること

水泳新人大会

第563号
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8月22日（水）

家庭・生徒と学校をつなぐ通信

発行：学校法人協和学院 水沢第一高等学校 （文責：藤沢）



交流を深めた生徒会企画行事

中学生にみずいちの魅力を　ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ
　8月1日（水）～2日（木）、みずいち
オープンスクールを行いました。
　吹奏楽部の歓迎演奏や、生徒会執行部に
よる学校紹介プレゼンテーション、野球部
による校舎案内、調理科生徒による調理実
習サポート等、クラブ体験はもちろん、各
所で生徒の皆さんが運営協力をしてくれま
した。優しくたくましい先輩方の姿も間近
に見られ、参加した多くの中学生たちは楽
しんで帰ってくれたようでした。

　8月6日（月）、生徒会企画行事とし
て秋田県由利本荘市に海水浴に行きま
した。
　当日参加したのは21名。行き帰りの
車中も含め交流を積極的に行い、生徒
会の絆を深めつつ、快晴の下良い思い
出作りも行ってきました。

刺激が多かったアメリカ研修
　7月20日（金）～8月10日（金）まで「TOMODACHIサマー2018」という東日本大震災後の日本
の復興支援から生まれ、教育、文化交流、リーダーシップといったプログラムを通して、日米の
次世代のリーダーの育成を目指す事業に選考審査に合格し、柴田真衣さんが参加してきまし
た。柴田さんは「このプログラムを通して、視野がとても広がりました。東北3県から選抜された
100名は、町を変えたい、自分を変えたい等とても前向きな人ばかりで、刺激になりました。今
の課題をただ見つめるのではなく、その課題をどうしたらよいか、強みは？弱みは？と深く考え
ることで、新たな考えが生まれてきました。またさまざまな企業の方々から、挑戦することに意味
がある。失敗すればするほど絶対に良いものが出来る。だから失敗を恐れずに今しかできない
ことに沢山挑戦しなさい。というお話を頂き、私はさまざまなことに挑戦し、今後東北の為に尽く
せるようになりたいと思いました。」と研修を終えての感想と決意を話してくれました。

毎週火曜日 が 教育相談日となっており、スクールカウンセラーの髙橋昇先生が教育相談室（保健室隣）にいらっしゃいます。
相談対応は 原則8：45～16：45までの1時間、予約制です。 相談のご希望がある場合には、担任または養護教諭（及川志保先生）にお話しください。
相談日時を調整のうえ、ご連絡いたします。 生徒の皆さんはもちろん、保護者の方のみの相談も受け付けております。 お気軽にご連絡ください。

👑 各 部 の 活 躍 👑
☆陸上競技部 岩手県陸上競技選手権大会

男子 1部 4×400mR：（菊地恭平・杣田博紀・伊藤飛海・原田望永月） 7位 やり投：吉田翔太 8位 2部 400m：菊地恭平8位
4×１00mR：（田村風太・杣田博紀・伊藤飛海・菊地恭平 ）2位‼ 少年A ハンマー投：千葉源大 2位 馬場北斗 5位 吉田翔太 6位
佐藤圭斗 8位 少年B 伊藤飛海 4位 少年共通 円盤投：馬場北斗 3位！

女子 1部 4×100mR：（小関しおん・渡邊悠菜・遠藤沙華・佐藤泉水） 7位 棒高跳：稲葉奈央 6位 走幅跳：小関しおん 5位
砲丸投：大畑葵 5位 円盤投：高橋優奈 4位 箱石瑞稀 5位 庄司ゆき野 6位 ハンマー投：山本琳 2位‼ 高橋優奈 5位

2部 100m：佐藤泉水 6位 遠藤沙華 7位 400m：渡邊悠菜 3位‼ 100mH：小関しおん 1位‼ 4×400mR：（遠藤沙華・渡邊悠菜・藤
村愛瑠・佐藤泉水 ）2位‼ 走高跳佐藤知花 2位‼ 砲丸投：高橋華凛 3位！ 円盤投：高橋華凛 1位‼ ハンマー投：大畑葵 1位‼
石川瑞姫 2位‼ やり投：佐藤杏姫 5位 箱石瑞稀 6位 少年B 走幅跳：佐藤彩菜 6位 小向美保 7位
☆サッカー部 iリーグ

第6節 ｖｓ千厩 1：26敗 第8節 vs水農 3：5敗 第10節 vs大東 2：3敗
☆バドミントン部 種目別選手権大会

男子 シングルス：佐々木優宏 ベスト16 三宮結翔 1回戦敗 ダブルス：阿部吉輝・伊藤武郎組 ベスト16 三宮結翔・佐々木優宏組
2回戦敗

女子 ｼﾝｸﾞﾙｽ：伊藤瑞朋 ベスト16 伊藤絢音 2回戦敗 ダブルス：伊藤瑞朋・伊藤絢音組 ベスト16 高橋朱里・千葉美月組 2回戦
敗
☆水泳部 高校総体東北大会

女子 100mバタフライ：千葉美南5位 400m個人メドレー：千葉美南5位
☆太鼓同好会 奥州地方太鼓連大競演会 出演


